
◎３月の目標  生活目標 １年間のまとめをしよう 

言語目標 「ありがとう」の気持ちを言葉で伝えよう 

 

  

 

 

 

                            

 

 

節目の時に～成長を実感させる～ 

校長 島埜 秀男 

 いよいよ３月となりました。節目の時です。6年生は、小学校の全過程を修了し中学校へと進学しま
す。5年生以下の学年は、進級して新たな学年がスタートします。この時期は、学校でも家庭でも自分の
成長をしっかり実感させて新たな一歩踏み出すサポートをすることが大切な時期です。 

節目とは、もともと竹などの植物や木材の「節になっている部分」を示す言葉です。植物には細胞分裂

が活発に行われているポイントがあり、これを成長点といいます。多くの植物の場合、成長点は根や茎の
先端部分にありますが、竹の場合はすべての節に成長点があって、それぞれの節において細胞分裂が繰り
返されるそうです。竹がすくすくと速いペースで伸びていくのは、そのためなのです。子供たちも節目を
迎えさらに成長できるように応援していきたいものです。 

 先日、6年生を送る会がありました。この 1年六日小のリーダーとして活躍してくれた 6年生に感謝と
これからの中学校生活を応援する気持ちが伝わる温かい会となりました。また、6年生も後輩に伝えるべ
きメッセージを参加姿勢で示してくれました。毎年思うことですが、6年間の積み重ねによって 6年生に
手を引かれて 1年生を迎える会に参加した 1年生が送られる立場で同じ舞台に立つ姿は、小学校生活が子
供たちにとって確かな成長のための貴重な時間であったかを感じさせてくれます。 

 多くの子供たちを見てきて成長する上で大事だと思うことが３つあります。 

〇仲間と関わり合う体験 

 学校生活で学べる最も大きな経験の一つとも言えます。学習も生活も集団の中で行われる活動が子供た

ちの成長を促します。他者を理解する機会であり、一緒に活動することで互いを尊重しながら、様々な課
題解決をすることによって望ましい人間関係を築くことができます。また、そのような人間関係では何事
にも勇気をもって取り込もうとするパワーが育まれていきます。 

〇苦手なことにも向き合う 

 人には、得意なこと苦手なことがありますが、苦手なことを避けていては、成長はありません。6年生
は下学年からみると何でもできるスーパーマンに見えるかもしれませんが、取り組んできたことには苦手
なこともあったことでしょう。しかし、努力して克服してきたこともたくさんあったはずです。その努力
がやればできることを学ぶことになり、大きな達成感を得ることにつながったと思います。このとき仲間
と共に乗り越える経験があることが望ましいです。 

〇しなやかな心を育む 

 成長してくるとより複雑な状況が身の回りに起こります。そこで以前ご紹介しましたレジリエンスが必
要になってきます。レジリエンスとは、困難な状況や望ましくない状態を跳ね返す弾力性のある心のこと

と考えると分かりやすいでしょう。 

 変化の激しい社会において、個人に対してプレッシャーやストレスが
必ずあります。その時、レジリエンスが不足していれば、心が折れてし
まうかもしれません。堅く強そうな木の枝も、折れるときはあっさり折
れますが、しなやかな枝はなかなか折れません。しなやかな強さこそが
レジリエンスです。 

 この節目に子供たちの成長を実感し、これからの成長のためにできる
ことを考えていきたいと思います。ご家庭でのご理解とご協力引き続き
お願いします。 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３月の行事予定＞ ※（寺）：寺子屋（放課後学習） ※３月中に予告なしの避難訓練を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

   １（寺） ２  ３  ４ 

  保護者会 

１～３年 １４時 

４～６年 １５時 

１～３年４時間授業 

４～６年５時間授業 

謝恩会 

６年生以外４時間授業 

児童集会 土曜授業日 

二分の一成人式 （4年） 

がん予防出前授業（６年） 

ＪＩＣＡ出前授業 （６年） 

６（寺） ７（寺） ８（寺） ９（寺） １０ １１ 

全校朝会 

 

  社会科見学（4年） 安全指導 

震災から学ぶ会 

 

 

１３（寺） １４（寺） １５（寺） １６ １７ １８ 

全校朝会 

震災募金① 

震災募金② 震災募金③ 卒業式予行練習   

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

全校朝会 

給食終（６年） 

 

春分の日 卒業式 

５・６年 11：45下校 

１～５年 13：30下校 

給食終（1～５年） 

 

修了式 

大掃除 

春季休業日始 

４月５日まで 

創立９７周年 

令和５年 ３月 １日 

荒川区立第六日暮里小学校 

令和４年度  第１２号 

発行者 島 埜  秀 男 

 

震災から学ぶ会および震災募金のお知らせ 

  

東日本大震災の翌年、２０１２年から六日小では「震災から学ぶ会」を行っています。５年生が「総合」の学習の

中で、震災をテーマに調べ学習を行い、その結果を集会で全校に発表します。 

 その集会を受けて、児童計画委員会が中心になって被災地を応援するための募金活動に１０年間、取り組んできま

した。３月１３日～１５日の３日間、８時１０分から８時２０分の登校時間に正門に立って募金活動を行います。 

 児童の「被害を受けた地域に自分でも何か役にたちたい」という気持ちの一端を、募金活動を行うことで形にする

活動です。集まった募金は、荒川区を通して姉妹都市である石巻市に寄付されます。紛失の恐れなど現金を児童に持

たせることに不安をお持ちのご家庭もあることかと思います。もちろん募金を無理にお願いするものでもありません。 

 以上のことを考慮いただいたうえで、この「震災募金」のお知らせとともにご協力をお願いいたします。 

 

 


